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１．本稿の問題意識と位置づけ

　「AIは仕事を奪うのか、それとも仕事を変える

のか」―AIをめぐる議論は、繰り返しこの素朴

な問いに引き戻される。米連邦準備制度理事会

（FRB）のジェローム・パウエル前議長が2025年

６月に述べたように、「AIは生産性を高めること

もできれば、人を置き換えることもでき、その両

方を少しずつ行うこともできる」（注１）。理論的

には決着がつきにくく、実証研究の蓄積もまだ初

期段階にある。

　本稿は、求人データから何が観察されているか

１．本稿の問題意識と位置づけ
２．分析の枠組み：求人データおよびAI求人
３．AIは何を変えるのか：スキル・タスクの視

点から

４．米国を中心としたAIの労働市場と生産性へ
の影響

５．日本の労働市場：異なる景色
６．期待が経済を動かす：労働者のAI観と行動
７．おわりに：投資家への含意

目 次

　本稿は、Indeed Hiring Labによる一連の分析および求人データを用いた学術研究の蓄積を踏まえ、AIが労働
市場に与える影響を整理するサーベイ的寄稿である。求人のスキルから評価されるAI影響度の現状、テック・AI
関連求人の日米動向、AI関連投資が雇用全体や生産性に与える動学的影響、そして労働者のAIに対する期待が経
済行動に与える影響を、複数の研究結果を横断的に参照しながら考察する。米国ではAI関連求人が急増する一方
でエントリーレベルの採用が抑制されるという二極化が観察され、日本では導入が遅れているものの労働市場の
構造的特性から相対的に補完的な影響が示唆される。投資家にとっては、AIによる生産性プレミアムと労働構成
変化の両方を地域別に読み解く視点が重要になる。
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